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頻
度

現在の生活に必要である 現在の生活に必要である以外

0.0287*

変数の有意性偏相関係数

0.2015

P<0.001**0.3043

0.11950.1441

0.41680.0754

0.27260.1018

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらでもない そう思わない

赤坂地域"内"での外出機会が増えると思う

悪天候時の外出機会が増えると思う

自動車を運転する機会が減ると思う

家族や友人に送迎を頼む機会が減ると思う

将来的に利用できる公共交通が存在することの安心

感が高まった

赤坂地域で住み続けたいという考えが強くなった

身近に利用できる公共交通が存在することで移動に

対する不安が減った

家族や友人を送迎する機会が減ると思う

将来世代まで残る公共交通としての価値が高まった

デマンド型市民バスがまちのシンボルになった

まちの魅力が向上した

まちの雰囲気が明るくなった

まちに賑わいがでてきた

まちの経済が活性化した

住民同士の交流の機会が増えるまちになった

高齢者にやさしいまちになった

移動が便利・快適になった

赤坂地域"外"への外出機会が増えると思う

日常生活の中で、移動できる目的地が増えると思う

(n=141)

(n=141)

(n=134)

(n=137)

(n=140)

(n=142)

(n=138)

(n=132)

(n=140)

(n=140)

(n=141)

(n=141)

(n=141)

(n=138)

(n=140)

(n=142)

(n=144)

(n=140)

(n=137)

独立性の検定 P値：<0.001 1％有意

クロス集計の残差分析 **1%有意 *5%有意 †10有意
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本研究の目的

研究背景

デマンド交通の総合価値に対する評価

デマンド交通の導入に対して、デマンド交通の総合価値に

対する評価や必要だと思う人の属性を明らかにする

デマンド交通の導入が地域に与える影響に関する研究
ー岡山県赤磐市赤坂地域を対象としてー

交通まちづくり学研究室2024年度卒業研究 坂本柊人

調査の概要

まとめ

• 人口減少や少子高齢化の進展によって、

公共交通の利用者数や便数が減少

• 高齢者をはじめ、運転免許返納者が増加

• 地方部の移動手段として、鉄道やバスが

あまり利用されていない

自治体が運営するデマンド交通の導入数が増加

利用者は必ずしも多くなく、収支状況が厳しいなどの課題

しかし…

公共交通は地域住民の

税金を利用して運営している

デマンド交通の導入に対して

非利用者も含めた評価が必要

利用者 非利用者

デマンド型市民バス

令和6年1月に運行を開始した

岡山県赤磐市赤坂地域のデマンド交通

＜調査対象＞

赤坂地域の公共交通マップ
（令和6年12月時点）

調査実施の直近
1年以内に運行を開始

デマンド型市民バスのサービス内容

料金：1乗車あたり「一般」400円

平日の9時台～16時台に毎時1往復
(合計8往復)運行する

1台の車に複数の人が乗り合わせる

乗降場所から目的地(商業施設など)

に移動できる

移動範囲は赤坂地域内のみ

＜アンケート概要＞

赤坂地域の公共交通に関する調査

配付回収方法
2024年12月の赤磐市の広報誌に

折り込み配付・郵送回収

調査対象者 赤坂地域内の1540世帯

調査期間 2024年12月13日～2025年1月31日

配付数 1540世帯 有効回答件数 157世帯

主な調査項目

⚫ 個人属性

⚫ 普段の外出手段

⚫ デマンド型市民バスのサービス・導入による変化

地方部における移動手段としての公共交通の確保は重要な課題

不採算路線の廃止 公共交通ネットワークの縮小

赤坂地域 デマンド型市民バス乗降場所

定時定路線バス停 定時定路線バスルート

デマンド交通を必要だと思う人の属性

＜デマンド交通の総合価値体系＞

独立性の検定 P値：<0.001 1%有意
クロス集計の残差分析 **1%有意 *5%有意 †10%有意
（＋）割合が高い （ー）割合が低い

利
用
価
値

直接的
利用価値

オプション
価値

間接的
利用価値

非
利
用
価
値

遺贈価値

地域の
魅力向上

モビリティ
の向上

「そう思う」の割合が有意に高い

「そう思う」の割合が有意に低い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらでもない そう思わない

赤坂地域"内"での外出機会が増えると思う

悪天候時の外出機会が増えると思う

自動車を運転する機会が減ると思う

家族や友人に送迎を頼む機会が減ると思う

将来的に利用できる公共交通が存在することの安心

感が高まった

赤坂地域で住み続けたいという考えが強くなった

身近に利用できる公共交通が存在することで移動に

対する不安が減った

家族や友人を送迎する機会が減ると思う

将来世代まで残る公共交通としての価値が高まった

デマンド型市民バスがまちのシンボルになった

まちの魅力が向上した

まちの雰囲気が明るくなった

まちに賑わいがでてきた

まちの経済が活性化した

住民同士の交流の機会が増えるまちになった

高齢者にやさしいまちになった

移動が便利・快適になった

赤坂地域"外"への外出機会が増えると思う

日常生活の中で、移動できる目的地が増えると思う
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独立性の検定 P値：<0.001 1％有意

クロス集計の残差分析 **1%有意 *5%有意 †10有意
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利用価値

デマンド交通の
総合価値

非利用価値

直接的利用価値

間接的利用価値

地域の賑わい創出

実際に利用することによる価値

オプション価値
将来の利用可能性の価値

他者が利用することによる波及価値

将来世代への利用可能性の価値

遺贈価値

存在価値
存在そのものがもたらす価値

利用することによる価値

利用しなくても発生する価値

地域の魅力向上

モビリティの向上

＜デマンド交通の総合価値に対する評価＞

＜デマンド交通を必要だと思う意識に対する評価＞

地域の
賑わい
創出

現在の生活にデマンド交通が必要だと思う人

将来の生活・地域にデマンド交通が必要だと思う人

約30%

約75%

n 相関比 判別的中率 各群の中心

122 0.2162 77.05%
必要：
-0.7301

必要以外：
0.2937

0% 20% 40% 60% 80% 100%

”現在”のあなたの生活にデマンド型市民バスは必要である

（n=144）

”将来”のあなたの生活にデマンド型市民バスは必要である

（n=145）

あなたは赤坂地域にデマンド型市民バスが必要だと思いますか？

（n=143）

そう思う どちらでもない そう思わない

独立性の検定 P値：<0.001 1％有意

クロス集計の残差分析 **1%有意 *5%有意

(+)割合が高い (-)低い

* ：5%有意

**：1%有意

将来の生活・赤坂地域に必要と
関連性が見られた属性は少ない

多様な属性の人が将来の生活・
赤坂地域に必要としていることを示唆

◆デマンド交通の多様な価値が評価されていることが示された

◆現在の生活にデマンド交通が必要に影響する属性は、
「世帯人数」＞「年齢層」の順で影響が大きいことが示された

◆デマンド交通を多様な属性の人が将来の生活・赤坂地域に必要として
いることが示唆されたデマンド交通の多様な価値が評価されている

の順で現在の生活にデマンド交通が必要に影響年齢層世帯人数
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